
JP 2019-199683 A 2019.11.21

10

(57)【要約】
【課題】多くの液体を迅速かつスムーズに流出させるこ
とができる、新規な貯留槽を提供する。
【解決手段】　液体が流入する流入口A1と、前記液体が
流出する流出口A2と、を有し、前記流入口A1から流入し
た前記液体を内部に貯留可能な貯留槽1Aである。底面に
対して起立する周壁12と、前記底面に対して起立する仕
切壁13と、を備えている。周壁12は、流入口A1が形成さ
れている流入口部分12aと、流入口部分12aと対向してい
ると共に流出口A2が形成されている流出口部分12bと、
を備えている。仕切壁13は、流出口A2に向かって延在し
ている。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体が流入する流入口と、前記液体が流出する流出口と、を有し、前記流入口から流入
した前記液体を内部に貯留可能な貯留槽であって、
　底面に対して起立する周壁と、前記底面に対して起立する仕切壁と、を備えており、
　前記周壁は、前記流入口が形成されている流入口部分と、前記流入口部分と対向してい
ると共に前記流出口が形成されている流出口部分と、を備えており、
　前記仕切壁は、前記流出口に向かって延在している、貯留槽。
【請求項２】
　前記仕切壁は、当該仕切壁から前記液体が越流可能な高さを有している、請求項１に記
載の貯留槽。
【請求項３】
　前記仕切壁の高さは、前記流出口に向かうに従って高くなる、請求項２に記載の貯留槽
。
【請求項４】
　前記流出口は、前記流入口よりも低い位置に設けられている、請求項１乃至３のいずれ
か１項に記載の貯留槽。
【請求項５】
　前記仕切壁は、前記周壁の前記流出口部分の一部として構成されており、
　前記周壁の前記流出口部分と隣接する当該周壁の流出側隣接部分の内面は、前記仕切壁
の頂面に繋がっていると共に、当該仕切壁の頂面と同一面を形作っている、請求項１乃至
４のいずれか１項に記載の貯留槽。
【請求項６】
　前記仕切壁の頂面の端縁部は、前記貯留槽の内部に向かって凸の曲面である、請求項５
に記載の貯留槽。
【請求項７】
　前記周壁の前記流入口部分は、前記周壁の前記流入口部分と隣接する当該周壁の流入側
隣接部分よりも流出側に窪んでいる、請求項１乃至５のいずれか１項に記載の貯留槽。
【請求項８】
　前記仕切壁は、溝部と隣接している位置から起立している、請求項１乃至７のいずれか
１項に記載の貯留槽。
【請求項９】
　前記周壁の前記流出口部分は、前記周壁の前記流出口部分と隣接する当該周壁の流出側
隣接部分よりも流出側に突出している、請求項１乃至８のいずれか１項に記載の貯留槽。
【請求項１０】
　前記周壁の前記流出側隣接部分の内面は、側面視の断面形状が流出側に向かって凸の曲
線からなる曲面である、請求項１乃至９のいずれか１項に記載の貯留槽。
【請求項１１】
　前記流入口と前記流出口との間を延在している液体通過領域と、前記液体通過領域を挟
んだ両側のそれぞれの位置に配置されている液体滞留領域と、を備える、請求項１乃至１
０のいずれか１項に記載の貯留槽。
【請求項１２】
　前記周壁の内面のうち、平面視で前記貯留槽の内部に隅部を形作る当該周壁の内面は、
平面視の輪郭形状が曲線からなる曲面である、請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の
貯留槽。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、貯留槽に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　集合住宅等の排水システムとしては、サイホンの原理を利用したサイホン排水システム
と呼ばれるものがある。サイホン排水システムによれば、水廻り機器からの排水を行う際
、サイホン排水管に生じたサイホン力により、当該排水を促進させることができる。その
一方、サイホン排水システムでは、多量の液体の排水を一度に行うことを想定し、サイホ
ン排水管よりも上流に、排水の促進（サイホン力の発生）が開始されるまでの間、一時的
に液体を蓄えることができる貯留槽を設ける必要がある。こうした貯留槽としては、当該
貯留槽の流出口と貯留槽本体との間に流路縮小部を設けると共に、当該流路縮小部の一部
に、外側に膨出する内壁面を設けたものがある（例えば、特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－１０８７４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述した貯留槽によれば、流出口付近に滞留した液体が前記流路縮小部の内壁面に沿っ
て前記流出口から離間される方向に導かれる。これにより、上述した貯留槽によれば、液
体の流れが流出口付近で阻害されることなく、多くの液体を迅速かつスムーズに流出させ
ることができる。
【０００５】
　しかしながら、例えば、上述した貯留槽を用いた場合等であっても、多くの液体をより
迅速かつスムーズに流出させる余地があった。
【０００６】
　本発明の目的は、多くの液体を迅速かつスムーズに流出させることができる、新規な貯
留槽を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る貯留槽は、流出口付近の液体の水頭を迅速に高めた場合、多くの液体を迅
速かつスムーズに流出させることができることに着目してなされたものである。
【０００８】
　本発明に係る貯留槽は、液体が流入する流入口と、前記液体が流出する流出口と、を有
し、前記流入口から流入した前記液体を内部に貯留可能な貯留槽であって、底面に対して
起立する周壁と、前記底面に対して起立する仕切壁と、を備えており、前記周壁は、前記
流入口が形成されている流入口部分と、前記流入口部分と対向していると共に前記流出口
が形成されている流出口部分と、を備えており、前記仕切壁は、前記流出口に向かって延
在している。
　本発明に係る貯留槽によれば、流出口付近の液体の水頭を迅速に高めることができる。
このため、本発明に係る貯留槽によれば、多くの液体を迅速かつスムーズに流出させるこ
とができる。
【０００９】
　本発明に係る貯留槽において、前記仕切壁は、当該仕切壁から前記液体が越流可能な高
さを有していることが好ましい。
　この場合、流出口付近の液体の水頭が一定以上となると、当該流出口付近の液体を仕切
壁から逃がすことができる。このため、液体の流れが流出口付近で阻害され難く、より迅
速かつスムーズな排水が可能になる。
【００１０】
　本発明に係る貯留槽において、前記仕切壁の高さは、前記流出口に向かうに従って高く
なることが好ましい。
　この場合、流出口付近の液体の水頭を高めつつ、当該流出口から離れるに従って、仕切
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壁から逃がす液体の量を増加させることができる。
【００１１】
　本発明に係る貯留槽において、前記流出口は、前記流入口よりも低い位置に設けられて
いることが好ましい。
　この場合、より迅速かつスムーズな排水が可能になる。
【００１２】
　本発明に係る貯留槽において、前記仕切壁は、前記周壁の前記流出口部分の一部として
構成されており、前記周壁の前記流出口部分と隣接する当該周壁の流出側隣接部分の内面
は、前記仕切壁の頂面に繋がっていると共に、当該仕切壁の頂面と同一面を形作っている
ことが好ましい。ここで、「同一面」とは、「滑らかに繋がる連続的な面」をいい、「平
面」及び「曲面」のいずれの面も含まれる。
　この場合、仕切壁から逃がした液体を、周壁の流出側隣接部分の内面に沿って更に逃が
すことができる。
【００１３】
　本発明に係る貯留槽において、前記仕切壁の頂面の端縁部は、前記貯留槽の内部に向か
って凸の曲面であることが好ましい。
　この場合、流出口付近の液体を、仕切壁から周壁の流出側隣接部分の内面に沿って効率
的かつスムーズに逃がすことができる。
【００１４】
　本発明に係る貯留槽において、前記周壁の前記流入口部分は、前記周壁の前記流入口部
分と隣接する当該周壁の流入側隣接部分よりも流出側に窪んでいることが好ましい。
　この場合、貯留槽内を流れる液体は、液体の流出方向に戻り易くなる。このため、より
迅速かつスムーズに排水することができる。
【００１５】
　本発明に係る貯留槽において、前記仕切壁は、溝部と隣接している位置から起立してい
ることが好ましい。
　この場合、少量の液体であっても当該液体を溝部により迅速に集めることができる。こ
のため、更に迅速かつスムーズな排水が可能になる。特に、この場合、仕切壁は、溝部と
隣接している位置から起立しているため、流出口付近の液体の水頭をより迅速に高めるこ
とができる。
【００１６】
　前記周壁の前記流出口部分は、前記周壁の前記流出口部分と隣接する当該周壁の流出側
隣接部分よりも流出側に突出していることが好ましい。
　この場合、流出口付近に液体を集め易い構造となる。このため、本発明に係る貯留槽に
よれば、多くの液体を迅速かつスムーズに流出させることができる。
【００１７】
　本発明に係る貯留槽において、前記周壁の前記流出側隣接部分の内面は、側面視の断面
形状が流出側に向かって凸の曲線からなる曲面であることが好ましい。
　この場合、仕切壁から逃がした液体を、上下方向（縦方向）の対流（循環）を生じさせ
ながら、周壁の流出側隣接部分の内面に沿って更に逃がすことができる。
【００１８】
　本発明に係る貯留槽において、前記流入口と前記流出口との間を延在している液体通過
領域と、前記液体通過領域を挟んだ両側のそれぞれの位置に配置されている液体滞留領域
と、を備えることが好ましい。
　この場合、液体通過領域に液体を流しつつ、当該液体の残りを液体滞留領域内に滞留さ
せることができる。このため、液体の流れが流出口付近で阻害され難く、より迅速かつス
ムーズな排水を一定量だけ連続して行うことが可能になる。
【００１９】
　本発明に係る貯留槽において、前記周壁の内面のうち、平面視で前記貯留槽の内部に隅
部を形作る当該周壁の内面は、平面視の輪郭形状が曲線からなる曲面であることが好まし
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い。
　この場合、液体通過領域から流れた液体を、液体通過領域と液体滞留領域との間でより
効率的に対流させることができる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、多くの液体を迅速かつスムーズに流出させることができる、新規な貯
留槽を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第一実施形態に係る貯留槽の流入側を、上方から示す斜視図である。
【図２】図１の貯留槽の流出側を、上方から示す斜視図である。
【図３】図１の貯留槽の流入側を示す正面図である。
【図４】図１の貯留槽の流出側を示す背面図である。
【図５】図１の貯留槽を上方から示す平面図である。
【図６】図１の貯留槽を下方から示す底面図である。
【図７】図３のＡ－Ａ断面図である。
【図８】図３のＢ－Ｂ断面図である。
【図９】図４のＣ－Ｃ断面図である。
【図１０】図１の貯留槽を右側面から示す右側面図である。
【図１１】図１の貯留槽を左側面から示す左側面図である。
【図１２】図５のＤ－Ｄ断面図である。
【図１３】図５のＥ－Ｅ断面図である。
【図１４】図５のＦ－Ｆ断面を流入側から示す斜視図である。
【図１５】図５のＧ－Ｇ断面を流入側から示す斜視図である。
【図１６】図５のＧ－Ｇ断面図である。
【図１７】図５のＨ－Ｈ断面図である。
【図１８】本発明の第二実施形態に係る貯留槽の流入側を、上方から示す斜視図である。
【図１９】本発明に係る貯留槽を適用可能な排水システムの一例を一部断面で示す、模式
的なシステム図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、図面を参照して、本発明の様々な実施形態に係る貯留槽について詳細に説明をす
る。
【００２３】
［本発明に係る貯留槽を適用可能な排水システム］
　図１９は、本発明に係る貯留槽を適用可能な排水システムの一例を一部断面で示す模式
的なシステム図である。図１９中、符号１００は、本発明の一実施形態に係る貯留槽を適
用可能な、排水システムの一例である。本例では、排水システム１００は、サイホン排水
システムである。サイホン排水システムは、サイホンの原理を利用した排水システムであ
る。サイホン排水システムによれば、水廻り機器からの排水を行う際、サイホン排水管に
生じたサイホン力により、当該排水を促進させることができる。サイホン排水システムは
、例えば、１棟の建物が複数階に区画された集合住宅の排水システムとして採用される。
【００２４】
　本例では、排水システム１００は、水廻り器具１１０と、器具排水管１２０と、本発明
の一実施形態に係る貯留槽１と、サイホン排水管１３０と、を備えている。
【００２５】
　水廻り器具１１０は、建物の各階に配置されている。水廻り器具１１０としては、例え
ば、浴槽（例えば、ユニットバス）、洗面台、流し台が挙げられる。本例では、水廻り器
具１１０は、浴槽である。
【００２６】
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　器具排水管１２０は、水廻り器具１１０と貯留槽１とを接続している。本例では、器具
排水管１２０は、床下空間Ｓ内に配置されている。本例では、床下空間Ｓは、建築物の床
部材１０１と床スラブ１０２との間に形成された空間である。また本例では、器具排水管
１２０は、縦方向に延びている上流側部分１２０ａと、横方向に延びている下流側部分１
２０ｂとで構成されている。上流側部分１２０ａは、水廻り器具１１０に接続されている
。下流側部分１２０ｂは、上流側部分１２０ａに繋がっている。本例では、下流側部分１
２０ｂは、上流側部分１２０ａから下流に向かうに従って下方に傾斜している。下流側部
分１２０ｂは、貯留槽１に接続されている。なお、本例では、下流側部分１２０ｂの途中
に排水トラップ１２１を介在させている。
【００２７】
　サイホン排水管１３０は、貯留槽１と立て管１５０とを接続している。立て管１５０は
、建物の各階を上下方向に貫く排水管である。本例では、サイホン排水管１３０は、床下
空間Ｓ内に配置された横引き管１３０ａと、床スラブ１０２を貫通して下方に垂下してい
る竪管１３０ｂとで構成されている。横引き管１３０ａは、貯留槽１に接続されている。
本例では、横引き管１３０ａは、ほぼ水平の無勾配となるように横方向に延びている。詳
細には、水廻り器具１１０が設置されている階の床スラブ１０２に沿って、略水平の無勾
配で配管されている。竪管１３０ｂは、横引き管１３０ａに繋がっている。竪管１３０ｂ
は、管継手１４０を介して立て管１５０に接続されている。詳細には、竪管１３０ｂは、
横引き管１３０ａの略垂直下方に延在して、垂下部を形成しサイホン力（例えば、負圧力
）を発生させる。
【００２８】
　本例の排水システム１００では、まず水廻り器具１１０の流出口とサイホン排水管１３
０の横引き管１３０ａとの高低差Ｈ１から、水廻り器具１１０から液体を流出させる。水
廻り器具１１０から流出した液体（例えば、水）は、当該液体の自重（落下押し込み圧力
）によって、器具排水管１２０から貯留槽１に流入する。貯留槽１は、液体の一部を内部
に蓄えながら、残りの液体をサイホン排水管１３０に流出させる。
【００２９】
　本例において、サイホン排水管１３０は、サイホン力による吸引力を発生させるサイホ
ン排水路を形成する。サイホン排水路では、サイホン排水管１３０内に発生したサイホン
力によって、サイホン排水管１３０からの液体の排水を促進させることができる。
【００３０】
　本例のサイホン排水路においては、水廻り器具１１０の流出口とサイホン排水管１３０
の横引き管１３０ａの高低差Ｈ１による、水廻り器具１１０からの排水の落下押し込み圧
力で、器具排水管１２０及びサイホン排水管１３０の横引き管１３０ａを充水させ、サイ
ホン排水管１３０の横引き管１３０ａの充水により、当該サイホン排水管１３０の竪管１
３０ｂ（垂下長Ｈ２）に達した排水が当該竪管１３０ｂを落下し始め、サイホン排水管１
３０の横引き管１３０ａが満水状態になることで、サイホン作用が発生する。このサイホ
ン作用を排水動力として、サイホン排水路内に発生する高速の流れにより、水廻り器具１
１０からの排水が行われ、排水は、管継手１４０の内部へとスムーズかつ速やかに放出さ
れる。
【００３１】
　本例では、排水システム１００として、サイホン排水システムを採用したことから、排
水管内部が満水状態に充填される満流排水となる。このように排水システム１００として
、サイホン排水システムを採用すれば、液体の排水が満流排水となるため、管内に固形物
が付着するのを防止できると共に、小口径管を使用することができる。また、本例では、
排水システム１００として、サイホン排水システムを採用したことから、排水管を無勾配
で配置することができる。このように排水システム１００として、サイホン排水システム
を採用すれば、排水管を無勾配で配置することができることにより、排水管を配置する床
下の空間高さを低くすることが可能になる。また本例では、排水システム１００として、
サイホン排水システムを採用したことから、排水元（例えば、各種水廻り器具１１０）か
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ら立て管１５０までの延長距離（例えば、水廻り器具１１０の流出口からサイホン排水管
１３０の竪管１３０ｂまでの水平長Ｌ）を長くすることができ（図１７参照）、ひいては
、居室レイアウトの自由度を上げることが可能となる。
【００３２】
　ところで、サイホン排水システムを採用した排水システム１００では、水廻り器具１１
０から一度に多量の液体の排水が行われることを想定し、器具排水管１２０とサイホン排
水管１３０との間に、本発明の一実施形態に係る貯留槽１が設けられている。貯留槽１は
、排水の促進（サイホン力の発生）が開始されるまでの間、水廻り器具１１０から一度に
排水された多量の水を一時的に蓄えることができる。
【００３３】
［本発明の第１実施形態に係る貯留槽］
　図１は、本発明の第一実施形態に係る貯留槽１Ａの流入側を、上方から示す斜視図であ
る。図２は、図１の貯留槽１Ａの流出側を、上方から示す斜視図である。貯留槽１Ａは、
液体が流入する流入口Ａ１と、前記液体が流出する流出口Ａ２と、を有し、流入口Ａ１か
ら流入した前記液体を内部に貯留可能である。
【００３４】
　図３は、貯留槽１Ａを流入側から示す正面図である。また図４は、貯留槽１Ａを流出側
から示す背面図である。図４に示すように、貯留槽１Ａは、底壁１１と、底面に対して起
立する周壁１２と、底面に対して起立する２つの仕切壁１３と、を備えている。本実施形
態では、貯留槽１Ａは、天壁１４を備えている。天壁１４は、周壁１２の上端と繋がって
いる。これにより、本実施形態では、貯留槽１Ａの内部には、底壁１１と、周壁１２と、
天壁１４と、で区画された空間が形成されている。なお、本実施形態では、周壁１２には
、通気口Ｈ１２が形成されている。通気口Ｈ１２は、貯留槽１Ａの内部空間を外界に通じ
させる。これにより、貯留槽１Ａの内部が負圧になることを防止する。
【００３５】
　図５は、貯留槽１Ａを上方から示す平面図である。図６は、貯留槽１Ａを下方から示す
底面図である。図６に示すように、貯留槽１Ａにおいて、周壁１２は、流入口Ａ１が形成
されている流入口部分１２ａと、流入口部分１２ａと対向していると共に流出口Ａ２が形
成されている流出口部分１２ｂと、を備えている。本実施形態では、周壁１２は、流入口
部分１２ａと、流出口部分１２ｂと、流入口部分１２ａと隣接する流入側隣接部分１２ｃ
と、流出口部分１２ｂと隣接する流出側隣接部分１２ｄと、側面部分１２ｅと、を備えて
いる。更に本実施形態では、周壁１２は、流入側隣接部分１２ｃと側面部分１２ｅとを繋
ぐ流入側隅部分１２ｆと、側面部分１２ｅと流出側隣接部分１２ｄとを繋ぐ流出側隅部分
１２ｇと、を備えている。
【００３６】
　図６に示すように、貯留槽１Ａでは、底壁１１は、周壁１２によって区画されている。
図５に示すように、天壁１４も、底壁１１と同様に、周壁１２によって区画されている。
なお、本実施形態では、天壁１４は、２つの開口部Ａ３を有している。開口部Ａ３は、貯
留槽１Ａの内部空間を外界に通じさせる。また本実施形態では、周壁１２は、天壁１４の
側において、流入側隅部分１２ｆ及び流出側隅部分１２ｇのそれぞれの位置において、窪
み部１２ｈを有している。
【００３７】
　図７は、図３のＡ－Ａ断面図である。図７は、貯留槽１Ａの最大断面である。図８は、
図３のＢ－Ｂ断面図である。図８は、流入口Ａ１の中心Ｏａを通る断面である。図９は、
図４のＣ－Ｃ断面図である。図９は、流出口Ａ２の中心Ｏｂを通る断面である。図７等に
示すように、貯留槽１Ａは、流入口Ａ１と流出口Ａ２との間を延在している液体通過領域
Ｒ１と、液体通過領域Ｒ１を挟んだ両側のそれぞれの位置に配置されている液体滞留領域
Ｒ２と、を備える。貯留槽１Ａでは、液体通過領域Ｒ１は、流入口Ａ１と流出口Ａ２とを
結び、流入口Ａ１から流入した液体を流出口Ａ２に案内する。液体通過領域Ｒ１は、平面
視で曲線状にしたり、ジグザグ状に延在することも可能である。本実施形態では、液体通
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過領域Ｒ１は、図７～図９に示すように、直線状に延在している。これにより、液体通過
領域Ｒ１は、流入口Ａ１と流出口Ａ２とを結ぶ液体通過路として最短の経路となる。
【００３８】
　一方、図７等に示すように、２つの液体滞留領域Ｒ２は、液体通過領域Ｒ１を挟んだ両
側のそれぞれの位置にあって、液体通過領域Ｒ１と隣接する位置に配置されている。２つ
の液体滞留領域Ｒ２は、それぞれ、流入口Ａ１から流入した液体を滞留させることができ
る。
【００３９】
　また、図７等に示すように、貯留槽１Ａでは、周壁１２の流入口部分１２ａは、流入口
部分１２ａと隣接する流入側隣接部分１２ｃよりも流出側に窪んでいる。本実施形態では
、図７等に示すように、周壁１２の流入側隣接部分１２ｃは、２つの流入側隅部分１２ｊ
及び１２ｉを介して流入口部分１２ａに繋がっている。
【００４０】
　また、貯留槽１Ａでは、周壁１２の流出口部分１２ｂは、流出側隣接部分１２ｄよりも
流出側に突出している。本実施形態では、図７等に示すように、周壁１２の流出側隣接部
分１２ｄは、流出口部分１２ｂに繋がっている。
【００４１】
　図１０は、貯留槽１Ａの右側面を示す右側面図である。図１１は、貯留槽１Ａの左側面
を示す左側面図である。図１０等に示すように、貯留槽１Ａでは、流入口Ａ１は、周壁１
２の流入口部分１２ａ及び流出口部分１２ｂを除く周壁１２よりも下側に位置されている
。流出口Ａ２も、流入口Ａ１と同様、周壁１２の流入口部分１２ａ及び流出口部分１２ｂ
を除く周壁１２よりも下側に位置されている。
【００４２】
　図１２は、図５のＤ－Ｄ断面図である。図１２は、貯留槽１Ａを二分する断面である。
図１２は、貯留槽１Ａの内部における、液体通過領域Ｒ１と液体滞留領域Ｒ２との内部構
造を示す。図１３は、図５のＥ－Ｅ断面図である。図１３は、貯留槽１Ａの内部における
、液体滞留領域Ｒ２の内部構造を示す。図１２に示すように、貯留槽１Ａでは、流入口Ａ
１は、周壁１２の流入口部分１２ａに形成された流入路Ｐ１で構成されている。また流出
口Ａ２は、周壁１２の流出口部分１２ｂに形成された流出路Ｐ２で構成されている。貯留
槽１Ａでは、液体通過領域Ｒ１は、周壁１２の流入口部分１２ａの内面１２ｆａと、底壁
１１のうち、当該底壁１１の下側部分１１ａの内面（底面）１１ｆａと、周壁１２の流出
口部分１２ｂの内面１２ｆｂと、で構成されている。貯留槽１Ａでは、図１２に示すよう
に、液体通過領域Ｒ１の底面Ｆ１は、平坦な面で構成されている。本実施形態では、液体
通過領域Ｒ１の底面Ｆ１は、周壁１２の流入口部分１２ａの内面１２ｆａのうち、当該内
面１２ｆａの最下端（流入口部分１２ａの液体流通方向に延在する最も下側の延在端）１
２ｆａ１と、底壁１１の下側部分１１ａの内面１１ｆａのうち、当該内面１１ｆａの最下
端（下側部分１１ａの液体流通方向に延在する最も下側の延在端）１２ｆａ１と、周壁１
２の流出口部分１２ｂの内面１２ｆｂのうち、当該内面１２ｆｂの最下端（流出口部分１
２ｂの液体流通方向に延在する最も下側の延在端）最下端１２ｆｂ１と、で構成されてい
る。
【００４３】
　なお、図１２において、符号１２ｆｐ１は、流入路Ｐ１の最下端（流入路Ｐ１の液体流
通方向に延在する最も下側の延在端）である。また符号１２ｆｐ２は、流出口部分１２ｂ
に形成された流出路Ｐ２の最下端（流出路Ｐ２の液体流通方向に延在する最も下側の延在
端）である。図１２等に示すように、貯留槽１Ａでは、底壁１１の下側部分１１ａの最下
端（底面）１１ｆａ１は、下流に向かって下方に傾斜しており、流出口Ａ２は、流入口Ａ
１よりも低い位置に設けられている。
【００４４】
　一方、図７等に示すように、２つの液体滞留領域Ｒ２は、それぞれ、平面視において、
周壁１２のうち、流入口部分１２ａ及び流出口部分１２ｂを除いた周壁１２と、液体通過



(9) JP 2019-199683 A 2019.11.21

10

20

30

40

50

領域Ｒ１と、で区画されている。詳細には、２つの液体滞留領域Ｒ２は、それぞれ、平面
視において、流入側隅部分１２ｉの内面１２ｆｉと、流入側隅部１２ｊの内面１２ｆｊと
、流入側隣接部分１２ｃの内面１２ｆｃと、流入側隅部分１２ｆの内面１２ｆｆと、側面
部分１２ｅの内面１２ｆｅと、流出側隅部分１２ｇの内面１２ｆｇと、流出側隣接部分１
２ｄの内面１２ｆｄと、液体通過領域Ｒ１と、で区画されている。更に、２つの液体滞留
領域Ｒ２は、それぞれ、図１３等に示すように、底壁１１のうち、当該底壁１１の上側部
分１１ｂの内面（底面）１１ｆｂと、天壁１４の内面（天面）１４ｆと、で構成されてい
る。なお、貯留槽１Ａでは、図１３に示すように、液体滞留領域Ｒ２の底面Ｆ２は、平坦
な面で構成されている。本実施形態では、液体滞留領域Ｒ２の底面Ｆ２は、底壁１１の上
側部分１１ｂの内面１１ｆｂで構成されている。
【００４５】
　図１４は、図５のＦ－Ｆ断面を流入側から示す斜視図である。Ｆ－Ｆ断面は、天壁１４
の２つの開口部Ａ３の中心軸を含む平面の断面である。図１４に示すように、液体通過領
域Ｒ１には、溝部Ｇが配置されている。溝部Ｇは、流入口Ａ１と流出口Ａ２との間に配置
されている。図１４等に示すように、貯留槽１Ａでは、溝部Ｇの一部は、底壁１１の下側
部分１１ａの内面１１ｆａで形作られている。貯留槽１Ａでは、底壁１１の下側部分１１
ａは、底壁１１の上側部分１１ｂに対して窪んでいる。本実施形態では、底壁１１の下側
部分１１ａの内面１１ｆａは、最深面１１ｆａ１と２つの側面１１ｆａ２とで構成されて
いる。最深面１１ｆａ１は、底壁１１のうちの、最も深い面（最下端）である。最深面１
１ｆａ１は、側面１１ｆａ２を介して、底壁１１の上側部分１１ｂの内面１１ｆｂに繋が
っている。最深面１１ｆａ１は、側面１１ｆａ２に対して液体通過領域Ｒ１の延在方向視
で曲線からなる曲面で繋がっている。側面１１ｆａ２は、上側部分１１ｂの内面１１ｆｂ
に対して液体通過領域Ｒ１の延在方向視で曲線からなる曲面で繋がっている。
【００４６】
　また貯留槽１Ａでは、溝部Ｇの一部は、周壁１２の流出口部分１２ｂの内面１２ｆｂで
形作られている。図１０等に示すように、貯留槽１Ａでは、周壁１２の流出口部分１２ｂ
は、流出口Ａ２が流出側隣接部分１２ｄよりも下側の位置になるように、下側に延在して
いる。図１４に示すように、本実施形態では、周壁１２の流出口部分１２ｂの内面１２ｆ
ｂは、最深面１２ｆｂ１と２つの側面１１ｆｂ２とを含んでいる。最深面１２ｆｂ１は、
側面１２ｆｂ２に対して液体通過領域Ｒ１の延在方向視で曲線からなる曲面で繋がってい
る。側面１２ｆｂ２は、底壁１１の下側部分１１ａの側面１１ｆａ２と同一平面を構成し
ている。最深面１２ｆｂ１は、周壁１２の流出口部分１２ｂの内面１２ｆｂのうちの、最
も深い面（最下端）である。最深面１２ｆｂ１は、底壁１１の下側部分１１ａの最深面１
１ｆａ１と同一平面を構成している。また最深面１２ｆｂ１は、側面１２ｆｂ２を介して
、仕切壁１３の内面１３ｆ１に繋がっている。側面１２ｆｂ２は、仕切壁１３の内面１３
ｆ１と同一平面を構成している。
【００４７】
　更に図８等に示すように、貯留槽１Ａでは、溝部Ｇの一部は、周壁１２の流入口部分１
２ａの内面１１ｆａで形作られている。図１０等に示すように、貯留槽１Ａでは、周壁１
２の流入口部分１２ａは、流入口Ａ１が流入側隣接部分１２ｃよりも下側の位置になるよ
うに、下側に延在している。図８に示すように、本実施形態では、周壁１２の流入口部分
１２ａの内面１２ｆａは、最深面１２ｆａ１と２つの側面１１ｆａ２とで構成されている
。最深面１２ｆａ１は、側面１２ｆａ２に対して液体通過領域Ｒ１の延在方向視で曲線か
らなる曲面で繋がっている。側面１２ｆａ２は、底壁１１の下側部分１１ａの側面１１ｆ
ａ２と同一平面を構成している。図１２等に示すように、最深面１２ｆａ１は、周壁１２
の流入口部分１２ａの内面１２ｆａのうちの、最も深い面（最下端）である。最深面１２
ｆａ１は、底壁１１の下側部分１１ａの最深面１１ｆａ１と同一平面を構成している。ま
た図８等に示すように、最深面１２ｆａ１は、側面１２ｆａ２を介して、流入側隅部分１
２ｉの内面１２ｆｉに繋がっている。
【００４８】
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　図９等に示すように、２つの仕切壁１３は、流出口Ａ２に向かって延在している。貯留
槽１Ａでは、流出口Ａ２を確保するように流出口Ａ２に向かって延在している。ここで、
「流出口Ａ２を確保する」とは、「流出口Ａ２の開口を閉じない」ことをいう。
【００４９】
　また図１２に示すように、貯留槽１Ａでは、仕切壁１３は、当該仕切壁１３から前記液
体が越流可能な高さＨ１３を有している。本実施形態では、仕切壁１３の高さＨ１３は、
液体通過領域Ｒ１の底面Ｆ１からの高さである。これにより、液体通過領域Ｒ１を通る液
体は、当該液体の水頭が一定以上となると、液体滞留領域Ｒ２に流すことができる。
【００５０】
　また図１２等に示すように、貯留槽１Ａでは、仕切壁１３の高さＨ１３は、流出口Ａ２
に向かうに従って高くなる。図１２等に示すように、本実施形態では、仕切壁１３の頂面
１３ｆ２は、側面視の断面形状が流出側に向かって凸の曲線からなる曲面である。図１２
に示すように、本実施形態では、仕切壁１３の頂面１３ｆ２の曲線は、曲率半径Ｒ１３で
構成されている。
【００５１】
　貯留槽１Ａでは、仕切壁１３は、周壁１２の流出口部分１２ｂの一部として構成されて
いる。仕切壁１３は、溝部Ｇと隣接している位置から起立している。図１５は、図５のＧ
－Ｇ断面を流入側から示す斜視図である。Ｇ－Ｇ断面は、周壁１２と底壁１１との境界を
含む平面の断面である。図１５等に示すように、貯留槽１Ａでは、仕切壁１３の内面１３
ｆ１は、周壁１２の流出口部分１２ｂの内面１２ｆｂのうち、当該内面１２ｆｂの側面１
２ｆｂ２に繋がっていると共に、当該側面１２ｆｂ２と同一平面を構成している。また貯
留槽１Ａでは、周壁１２の流出口部分１２ｂと隣接する当該周壁１２の流出側隣接部分１
２ｄの内面１２ｆｄは、仕切壁１３の頂面１３ｆ２に繋がっていると共に、当該仕切壁１
３の頂面１３ｆ２と同一面を形作っている。ここで、「同一面」とは、「滑らかに繋がる
連続的な面」をいい、「平面」及び「曲面」のいずれの面も含まれる。
【００５２】
　図１６は、図５のＧ－Ｇ断面図である。図１６に示すように、貯留槽１Ａでは、仕切壁
１３の頂面１３ｆ２の端縁部１３ｅは、貯留槽１Ａの内部に向かって凸の曲面である。
【００５３】
　また図１３に示すように、貯留槽１Ａでは、周壁１２の流出側隣接部分１２ｄの内面１
２ｆｄは、側面視の断面形状が流出側に向かって凸の曲線からなる曲面である。図１３に
示すように、本実施形態では、流出側隣接部分１３ｄの内面１３ｆｄは、底壁１１側の曲
線は大きな曲率半径Ｒｄ１１で構成されている。本実施形態では、曲率半径Ｒｄ１１は、
仕切壁１３の頂面１３ｆ２の曲線を形作る曲率半径Ｒ１３と同一である。一方、天壁１４
側の曲線は、底壁１１側の曲線よりも小さな曲率半径Ｒｄ１４で構成されている。
【００５４】
　本願発明者は、鋭意、試験・研究の結果、サイホン排水システムに用いられる貯留槽に
おいて、当該貯留槽の流出口付近の液体の水頭を迅速に高めた場合、多くの液体を迅速か
つスムーズに流出させることができ、ひいては、サイホン力が発生するまでの時間を短縮
できることを見出した。本実施形態に係る貯留槽１Ａは、流出口Ａ２付近の液体の水頭を
迅速に高めた場合、多くの液体を迅速かつスムーズに流出させることができることに着目
してなされたものである。
【００５５】
　図１２等に示すように、本実施形態に係る貯留槽１Ａは、液体が流入する流入口Ａ１と
、前記液体が流出する流出口Ａ２と、を有し、流入口Ａ１から流入した前記液体を内部に
貯留可能な貯留槽である。貯留槽１Ａは、底面に対して起立する周壁１２と、底面に対し
て起立する２つの仕切壁１３と、を備えており、周壁１２は、流入口Ａ１が形成されてい
る流入口部分１２ａと、流入口部分１２ａと対向していると共に流出口Ａ２が形成されて
いる流出口部分１２ｂと、を備えている。２つの仕切壁１３は、流出口Ａ２に向かって延
在している。
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【００５６】
　本実施形態に係る貯留槽１Ａによれば、仕切壁１３を設けたことにより、矢印Ｄ１に示
すように、流出口Ａ２への液体の流れを確保しつつ、流出口Ａ２付近の液体の水頭を迅速
に高めることができる。流入口Ａ１から流入した前記液体（排水）が少量の場合であって
も、本実施形態によれば、貯留槽１Ａ内に仕切壁１３を設けたことにより、流出口Ａ２付
近の液体の水頭を迅速に高めることができ、結果的に、サイホン起動を発生させ易くなる
。例えば、液体が流入口Ａ１から大量に流入する場合であっても、最初の段階において、
流出口Ａ２付近に到達する液体は少量である。このように、流出口Ａ２付近の液体が少量
であっても、本実施形態によれば、貯留槽１Ａ内に仕切壁１３を設けたことにより、流出
口Ａ２付近の液体の水頭を迅速に高めることができ、結果的に、サイホン起動を発生させ
易くなる。このため、本実施形態に係る貯留槽１Ａによれば、多くの液体を迅速かつスム
ーズに流出させることができる。特に本実施形態のように、サイホン排水システムに対し
て貯留槽１Ａを用いれば、多くの液体を排水する場合であっても、サイホン力が発生する
までの時間を短縮することができる。
【００５７】
　また図１２に示すように、本実施形態において、仕切壁１３は、当該仕切壁１３から前
記液体が越流可能な高さＨ１３を有している。この場合、流出口Ａ２付近の液体の水頭が
一定以上となると、図１５等の矢印Ｄ２に示すように、当該流出口Ａ２付近の液体を仕切
壁１３から逃がすことができる。このため、本実施形態によれば、液体の流れが流出口Ａ
２付近で阻害され難く、より迅速かつスムーズな排水が可能になる。
【００５８】
　また図１２に示すように、本実施形態において、仕切壁１３の高さＨ１３は、流出口Ａ
２に向かうに従って高くなっている。この場合、流出口Ａ２付近の液体の水頭を高めつつ
、当該流出口Ａ２から離れるに従って、仕切壁１３から逃がす液体の量を増加させること
ができる。このため、本実施形態によれば、サイホン力が発生するまでの時間の短縮と、
スムーズな排水とのバランス（両立）を図ることができる。
【００５９】
　また図１２に示すように、本実施形態において、流出口Ａ２は、流入口Ａ１よりも低い
位置に設けられている。この場合、より迅速かつスムーズな排水が可能になる。このため
、本実施形態によれば、サイホン力が発生するまでの時間をより短縮することができる。
【００６０】
　また図１５等に示すように、本実施形態において、仕切壁１３は、周壁１２の流出口部
分１２ｂの一部として構成されており、周壁１２の流出口部分１２ｂと隣接する当該周壁
１２の流出側隣接部分１２ｄの内面１２ｆｄは、仕切壁１３の頂面１３ｆ２に繋がってい
ると共に、当該仕切壁１３の頂面１３ｆ２と同一面を形作っている。この場合、矢印Ｄ２
に示すように、仕切壁１３から逃がした液体を、周壁１２の流出側隣接部分１２ｄの内面
１２ｆｄに沿って更に逃がすことができる。このため、本実施形態によれば、液体の流れ
が流出口Ａ２付近でより阻害され難く、より迅速かつスムーズな排水が可能となる。
【００６１】
　また図１６に示すように、本実施形態において、仕切壁１３の頂面１３ｆ２の端縁部１
３ｅは、貯留槽１Ａの内部に向かって凸の曲面である。この場合、矢印Ｄ２に示すように
、流出口Ａ２付近の液体を、仕切壁１３から周壁１２の流出側隣接部分１２ｄの内面１２
ｆｄに沿って効率的かつスムーズに逃がすことができる。このため、本実施形態によれば
、迅速かつスムーズな排水を効率的に行うことが可能となる。
【００６２】
　また図１３等に示すように、本実施形態において、周壁１２の流出側隣接部分１２ｄの
内面１２ｆｄは、側面視の断面形状が流出側に向かって凸の曲線からなる曲面である。こ
の場合、矢印Ｄ３に示すように、仕切壁１３から逃がした液体を、上下方向（縦方向）の
対流（循環）を生じさせながら、周壁１２の流出側隣接部分１２ｄの内面１２ｆｄに沿っ
て更に逃がすことができる。このため、本実施形態によれば、更に迅速かつスムーズな排
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水が可能となる。
【００６３】
　特に図７等に示すように、本実施形態に係る貯留槽１Ａは、流入口Ａ１と流出口Ａ２と
の間を延在している液体通過領域Ｒ１と、液体通過領域Ｒ１を挟んだ両側のそれぞれの位
置に配置されている液体滞留領域Ｒ２と、を備えている。この場合、矢印Ｄ１及びＤ２に
示すように、液体通過領域Ｒ１に液体を流しつつ、当該液体の残りを液体滞留領域Ｒ２内
に滞留させることができる。このため、本実施形態によれば、液体通過領域Ｒ１の延在方
向長さの長大化を抑制しつつ、より多くの液体を液体滞留領域Ｒ２に貯留することができ
る。従って、貯留槽１Ａによれば、液体の流れが流出口Ａ２付近で阻害され難く、より多
くの液体を迅速かつスムーズな排水を一定量だけ連続して行うことが可能になる。加えて
、この場合、液体通過領域Ｒ１から流れた液体は、矢印Ｄ４に示すように、液体通過領域
Ｒ１と液体滞留領域Ｒ２との間で対流（循環）させることができる。このため、本実施形
態によれば、液体通過領域Ｒ１の延在方向長さの長大化を抑制しつつ、更に多くの液体を
迅速かつスムーズに排水することができる。更にこの場合、液体通過領域Ｒ１から流れた
液体が、液体通過領域Ｒ１と液体滞留領域Ｒ２との間で対流することから、貯留槽１Ａの
内部に汚れが付着し難くなる。これにより、貯留槽１Ａの洗浄に必要な作業の回数を削減
することができる。
【００６４】
　さらに、本実施形態によれば、液体滞留領域Ｒ２は、液体通過領域Ｒ１を挟んだ両側の
それぞれの位置に配置されているので、液体滞留領域Ｒ２の容積を確保するためには、例
えば、当該液体滞留領域Ｒ２が延在する方向の寸法（面積）を大きくするだけで済み、液
体滞留領域Ｒ２の高さ、ひいては貯留槽１Ａの高さを高くしないようにすることができる
。従って、本実施形態のように、例えば、貯留槽１Ａを、液体通過領域Ｒ１を挟んだ両側
で液体滞留領域Ｒ２が延在する方向を水平方向とし、周壁１２の立設方向が鉛直方向とな
るように、床スラブ１０２等に設置すれば、床下空間Ｓの高さを大きく確保することなく
、多くの液体を迅速かつスムーズに排水することもできる。ここで、「貯留槽１Ａの高さ
」とは、貯留槽１Ａの鉛直方向の高さ（寸法）である。言い換えれば、貯留槽１Ａの周壁
１２の立設方向の高さ（寸法）である。
【００６５】
　上記の観点から、より具体的に例えば、本実施形態では、貯留槽１Ａの高さは、貯留槽
１Ａの幅より低くすることができ、好ましくは、貯留槽１Ａの高さは、貯留槽１Ａの幅の
１／２以下であり、より好ましくは、貯留槽１Ａの高さは、貯留槽１Ａの幅の１／３以下
である。ここで、「貯留槽１の幅」とは、互いに対向する貯留槽１Ａの周壁１２のうち、
貯留槽１Ａの高さ方向及び液体通過領域Ｒ１の延在方向に対して直交する方向の、２つの
周壁１２の間の最大幅である。即ち、図７を参照すれば、図面上下方向に配置された貯留
槽１Ａにおける２つの周壁（側壁）１２ｅの外面の間の幅（寸法）である。
【００６６】
　また図７等に示すように、貯留槽１Ａでは、周壁１２の流入口部分１２ａは、当該流入
口部分１２ａと隣接する当該周壁１２の流入側隣接部分１２ｃよりも流出側に窪んでいる
。この場合、貯留槽１Ａ内を流れる液体は、液体の流出方向に戻り易くなる。このため、
より迅速かつスムーズに排水することができる。特に、本実施形態では、液体滞留領域Ｒ
２が液体通過領域Ｒ１と隣接する位置に配置されているので、液体通過領域Ｒ１から流れ
た液体は、当該液体通過領域Ｒ１に戻り易くなる。即ち、本実施形態では、液体通過領域
Ｒ１と液体滞留領域Ｒ２との間で効率的に対流させることができる。このため、本実施形
態によれば、液体通過領域Ｒ１を通して多くの液体を、より迅速かつスムーズに排水する
ことができる。また本実施形態では、貯留槽１Ａの内部に汚れが更に付着し難くなる。こ
れにより、貯留槽１Ａの洗浄に必要な作業の回数を更に削減することができる。
【００６７】
　また図１５等に示すように、仕切壁１３は、溝部Ｇと隣接している位置から起立してい
る。本実施形態では、溝部Ｇは、液体通過領域Ｒ１に配置されている。この場合、少量の
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液体であっても当該液体を溝部Ｇにより迅速に集めることができる。このため、更に迅速
かつスムーズな排水が可能になる。本実施形態では、仕切壁１３は、液体通過領域Ｒ１に
配置された溝部Ｇと隣接している位置から起立している。この場合、少量の液体であって
も当該液体を液体通過領域Ｒ１に迅速に集めることができる。このため、本実施形態によ
れば、液体通過領域Ｒ１通して多くの液体を、更に迅速かつスムーズに排水することがで
きる。特に、この場合、仕切壁１３は、液体通過領域Ｒ１に配置された溝部Ｇと隣接して
いる位置から起立しているため、流出口Ａ２付近の液体の水頭をより迅速に高めることが
できる。このため、本実施形態によれば、液体通過領域Ｒ１を通して多くの液体を、更に
一層迅速かつスムーズに排水することができる。
【００６８】
　また図７等に示すように、貯留槽１Ａでは、周壁１２の内面１２ｆのうち、平面視で貯
留槽１Ａの内部に隅部を形作る当該周壁１２の内面１２ｆは、平面視の輪郭形状が曲線か
らなる曲面である。本実施形態では、例えば、流入側隅部分１２ｉの内面１２ｆｉ、流入
側隅部分１２ｊの内面１２ｆｊ及び流入側隅部分１２ｆの内面１２ｆｆ、流出側隅部分１
２ｇの内面１２ｆｇは、それぞれ、平面視の輪郭形状が曲線からなる曲面である。この場
合、液体通過領域Ｒ１から流れた液体を、液体通過領域Ｒ１と液体滞留領域Ｒ２との間で
より効率的に対流させることができる。従って、本実施形態によれば、多くの液体をより
一層スムーズに排水することができると共に、貯留槽１Ａの洗浄に必要な作業の回数を更
に一層削減することができる。
【００６９】
　ところで、本願発明者は、鋭意、試験・研究の結果、サイホン排水システムに用いられ
る貯留槽において、当該貯留槽の流出口付近に液体を集めた場合も、多くの液体を迅速か
つスムーズに流出させることができ、ひいては、サイホン力が発生するまでの時間を短縮
できることを見出した。本実施形態に係る貯留槽１Ａは、流出口Ａ２付近に液体を集めた
場合、多くの液体を迅速かつスムーズに流出させることができることに着目してなされた
ものである。
【００７０】
　貯留槽１Ａでは、周壁１２の流出口部分１２ｂは、周壁１２の前記流出口部分１２ｂと
隣接する当該周壁１２の流出側隣接部分１２ｄよりも流出側に突出している。この場合、
流出口Ａ２付近に液体を集め易い構造となる。このため、本実施形態によれば、多くの液
体を迅速かつスムーズに流出させることができる。特に本実施形態のように、サイホン排
水システムに対して貯留槽１Ａを用いれば、多くの液体を排水する場合であっても、サイ
ホン力が発生するまでの時間を短縮することができる。
【００７１】
　図１７は、図５のＨ－Ｈ断面図である。Ｈ－Ｈ断面は、周壁１２の流出側隣接部分１２
ｄの上端を含む平面の断面である。図１７に示すように、貯留槽１Ａでは、周壁１２の流
出口部分１２ｂの内面１２ｆｂは、液体流通方向視の断面形状がレーストラック形状であ
る。この場合、流出口Ａ２付近に液体をより集め易い構造となる。本実施形態では、レー
ストラック形状は、横方向（水平方向）に延びる偏平な形状である。例示的なレーストラ
ック形状としては、片側に１つの中心Ｏ１が配置された片側単心円のレーストラック形状
、片側に２つの中心Ｏ１及び中心Ｏ２が配置された片側二心円のレーストラック形状、片
側に３つの中心Ｏ１、中心Ｏ２及び中心Ｏ３が配置された片側三心円のレーストラック形
状が挙げられる。更に片側三心円のレーストラック形状としては、３つの中心Ｏ１～Ｏ３
が整列した片側正三心円のレーストラック形状、２つの中心Ｏ１及び中心Ｏ３との間の１
つの中心Ｏ２が外側に配置された片側鋭三心円のレーストラック形状、２つの中心Ｏ１及
び中心Ｏ３との間の１つの中心Ｏ２が内側に配置された鈍三心円のレーストラック形状が
挙げられる。本実施形態では、流出口Ａ２の断面形状は、片側鋭三心円のレーストラック
形状に類似する形状である。なお、本実施形態では、１つの中心Ｏ２を挟んだ、２つの中
心Ｏ１及び中心Ｏ２が非整列であって、Ａ－Ｂ間は直線である。またそれ以外の間は曲線
である。
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【００７２】
　特に、貯留槽１Ａでは、図７等に示すように、周壁１２の流出口部分１２ｂの内面１２
ｆｂは、流出口Ａ２に向かうに従って先細りする曲面を含んでいる。この場合、流出口Ａ
２付近に液体をより集め易い構造となる。
【００７３】
　ところで、図１６に示すように、貯留槽１Ａでは、液体滞留領域Ｒ２の底面Ｆ２は、液
体通過領域Ｒ１の延在方向視で、液体通過領域Ｒ１に向かうに従って下方に傾斜し、当該
液体通過領域Ｒ１の底面Ｆ１に繋がる平面である。この場合、液体滞留領域Ｒ２の液体は
、当該液体滞留領域Ｒ２の底面Ｆ２を伝って、液体通過領域Ｒ１に流れ込み易くなる。こ
のため、本実施形態によれば、液体通過領域Ｒ１を通して多くの液体を、よりスムーズに
排水することができる。本実施形態では、液体滞留領域Ｒ２の底面Ｆ２は、水平軸（図１
６では、水平面を液体通過領域Ｒ１の延在方向視したときに現れる直線Ｏｙで示す。）に
対して角度θ１１ｂで傾斜している。角度θ１１ｂは、貯留槽１の内容量、大きさ等に応
じて、適宜設定することができる。角度θ１１ｂとしては、例えば、０．５°～５°の角
度とすることができる。角度θ１１ｂが０．５°未満の場合、排水の対流を形成するのに
効果が薄くなる。また角度θ１１ｂが５°以上の場合、傾斜がきつくなりすぎることから
、液体が流出口Ａ２に入りきらずに水が溢れた場合、溢れた液体がうまく液体滞留領域Ｒ
２に流れていかない。
【００７４】
　ところで、貯留槽１Ａでは、図１６に示すとおり、２つの液体滞留領域Ｒ２の底面Ｆ２
は、互いに接近するに従って下方に傾斜している。この場合、２つの液体滞留領域Ｒ２の
底面Ｆ２の下端を直結すれば、液体通過領域Ｒ１は、２つの底面Ｆ２の直結部分を溝底と
するＶ溝とすることができる。或いは、２つの液体滞留領域Ｒ２の底面Ｆ２の下端を平面
を介して連結すれば、液体通過領域Ｒ１は、前記平面を溝底とする台形Ｖ溝とすることも
できる。これらの液体通過領域Ｒ１の底面Ｆ１はいずれも２つの液体滞留領域Ｒ２の底面
Ｆ２と同一の高さ位置にある。
【００７５】
　これに対し、図１２等に示すように、貯留槽１Ａでは、液体通過領域Ｒ１の底面Ｆ１は
、液体滞留領域Ｒ２の底面Ｆ２よりも低い位置に配置されている。この場合、多くの液体
を液体通過領域Ｒ１に集めることができる。このため、本実施形態によれば、液体通過領
域Ｒ１を通して多くの液体を、よりスムーズに排水することができる。本実施形態では、
液体通過領域Ｒ１に溝部Ｇを配置している。流出口Ａ２の最下端１２ｆＰ２が液体滞留領
域Ｒ２の底面Ｆ２よりも低い位置に配置されている。
【００７６】
　また図１２～図１６等に示すように、本実施形態では、少なくとも液体滞留領域Ｒ２に
おける周壁１２の内面１２ｆは、周壁１２の延在方向視の断面形状が貯留槽１Ａの内部か
ら外向きに凸の曲線からなる曲面である。この場合、液体通過領域Ｒ１から流れた液体は
、上下方向（縦方向）の対流（循環）が生じながら、周壁１２の流出側隣接部分１２ｄの
内面１２ｆｄに沿って更に逃げる。このため、本実施形態によれば、液体通過領域Ｒ１と
液体滞留領域Ｒ２との間の対流をより効率的に行うことができる。従って、本実施形態に
よれば、多くの液体をより一層スムーズに排水することができると共に、貯留槽１Ａの洗
浄に必要な作業の回数を更に一層削減することができる。
【００７７】
　また本実施形態では、液体通過領域Ｒ１は、図３及び図４に示すように、流出口Ａ２が
、液体の流通方向視（液体通過領域Ｒ１の延在方向視）で、流入口Ａ１の少なくとも一部
と一直線上に重なるように整列されている。
【００７８】
　図３を参照すると、流入口Ａ１及び流出口Ａ２の整列に関する具体例としては、例えば
、以下の、（１）～（３）のいずれかを組み合わせる方法が挙げられる。
（１）流入口Ａ１の中心Ｏａと、流出口１ｂの中心Ｏｂと、を、液体通過領域Ｒ１の延在
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方向視で、同一の鉛直線Ｏｚ上に整列させる。
（２）流入口Ａ１の内径の大きさ（流入口Ａ１の半径ｒａの大きさ）と、流出口Ａ２の内
径の大きさ（流出口Ａ２の半径ｒｂの大きさ）と、を調整する。
（３）流入口Ａ１の中心Ｏａと、流出口Ａ２の中心Ｏｂとの、鉛直方向（鉛直線Ｏｚの方
向）の間隔ΔＺを調整する。
【００７９】
　本実施形態では、（１）～（３）の全ての方法を使用して、流出口Ａ２が、液体通過領
域Ｒの延在方向視）で、流入口Ａ１の少なくとも一部と一直線上に重なるように整列させ
ている。特に、図３に示すように、本実施形態では、（２）において、流出口Ａ２の内径
の大きさが流入口Ａ１の内径の大きさよりも小さくなるように設定している。これにより
、流出口Ａ２から流出される液体の量は、流入口Ａ１から流入する液体の量に比べて小さ
くなる。また本実施形態では、図３に示すように、（３）において、流入口Ａ１の中心Ｏ
ａと、流出口Ａ２の中心Ｏｂとは、流入口Ａ１の開口内下端部に、流出口Ａ２の開口内上
端が重なるように、鉛直方向の間隔ΔＺを調整している。
【００８０】
［本発明の第２実施形態に係る貯留槽］
　図１８は、本発明の第二実施形態に係る貯留槽１Ｂの流入側を、上方から示す斜視図で
ある。本実施形態では、周壁１２は、液体通過領域Ｒ１と、液体通過領域Ｒ１の両側に配
置された２つの液体滞留領域Ｒ２とを取り囲んで、貯留槽１Ｂの外形形状をバタフライ形
（Ｈ形）に形作っている。本実施形態では、仕切壁１３は、周壁１２と異なる壁である。
【００８１】
　上述したところは、本発明の例示的な実施形態を説明したものであり、特許請求の範囲
を逸脱しない範囲で様々な変更を行うことができる。例えば、貯留槽１は、樹脂による射
出成形によって一体に製造することができる。特に貯留槽１Ａは、ブロー成形することが
できる。但し、貯留槽１の製造方法は、射出成形に限定されない。貯留槽１には、周壁１
２の上端に形成された天壁１４の有無は問わない。また排水システム１００の構成は、本
実施形態の構成に限定されるものではない。例えば、器具排水管１２０及びサイホン排水
管１３０は、それぞれの上流側部分（横引き管）と下流側部分（竪管）とが一体の排水管
で説明したが、上流側部分（横引き管）と下流側部分（竪管）とを別体の排水管とし、こ
れらの排水管を互いに接続させることにより、器具排水管１２０又はサイホン排水管１３
０とすることができる。また、上述した貯留槽１Ａ又は貯留槽１Ｂに採用された様々な構
成は、相互に適宜、置き換えることができる。
【符号の説明】
【００８２】
　１Ａ：貯留槽，　１Ｂ：貯留槽，　Ａ１：流入口，　Ｐ１：流入路，　Ａ２：流出口，
　Ｐ２：流出路，　１ｃ：通気口，　１１：底壁，　１１ａ：底壁の下側部分，　１１ｆ
ａ：底壁の下側部分の内面，　１１ｆａ１：底壁の下側部分の最深面，　１１ｆａ２：底
壁の下側部分の側面，　１１ｂ：底壁の上側部分，　１１ｆｂ：底壁の上側部分の内面，
　１２：周壁，　１２ａ：周壁の流入口部分，　１２ｆａ：周壁の流入口部分の内面，　
１２ｆａ１：周壁の流入口部分の内面の最深面，　１２ｆａ２：周壁の流入口部分の内面
の側面，　１２ｂ：周壁の流出口部分，　１２ｆｂ：周壁の流出口部分の内面，　１２ｆ
ｂ１：周壁の流出口部分の内面の最深面，　１２ｆｂ２：周壁の流出口部分の内面の側面
，　１２ｃ：周壁の流入口隣接部分，　１２ｆｃ：周壁の流入口隣接部分の内面，　１２
ｄ：周壁の流出口隣接部分，　１２ｆｄ：周壁の流出口隣接部分の内面，　１２ｅ：周壁
の側面部分，　１２ｆｅ：周壁の側面部分の内面，　１２ｆ：周壁の流入側隅部分，　１
２ｆｆ：周壁の流入側隅部分の内面，　１２ｉ：周壁の流入側隅部分，　１２ｆｉ：周壁
の流入側隅部分の内面，　１２ｊ：周壁の流入側隅部分，　１２ｆｊ：周壁の流入側隅部
分の内面，　１２ｇ：周壁の流出側隅部分，　１２ｆｇ：周壁の流出側隅部分の内面，　
１３：仕切壁，　１３ｆ１：仕切壁の側面，　１３ｆ２：仕切壁の頂面，　１３ｅ：仕切
壁の頂面の端縁部，　Ｒ１：液体通過領域，　Ｇ：溝部，　Ｆ１：液体通過領域の底面，
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　Ｒ２：液体滞留領域，　Ｆ２：液体滞留領域の底面，　１００：排水システム，　１０
１：床部材，　１０２：床スラブ，　１１０：水廻り器具，　１２０：器具排水管，　１
２０ａ：器具排水管の上流側部分，　１２０ｂ：器具排水管の下流側部分，　１２１：排
水トラップ，　１３０：サイホン排水管，　１３０ａ：サイホン排水管の横引き管，　１
３０ｂ：サイホン排水管の竪管，　１４０：管継手，　１５０：立て管，　Ｓ：床下空間

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(19) JP 2019-199683 A 2019.11.21

【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】
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